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海外特別研究員としての派遣期間を終了しましたので、下記のとおり報告いたします。
なお、下記及び別紙記載の内容については相違ありません。

記

1. 用務地（派遣先国名）用務地． Duke-NUS Medical School （国名： シンガポール

2.研究課題名（和文）※研究課題名は申請時のものと違わないように記載すること。
T細胞によるリンパ管を介した皮膚の電解質・体液調節機構の解明

3.派遣期間：平成 29年 12月 1日 ～ 令和元年 11月 30日

4.受入機関名及び部局名

Duke-NUS Medical School     Program in Cardiovascular and Metabolic Disorders 

5. 所期の目的の遂行状況及び成果…書式任意｜書式任意（A4 判相当 3 ページ以上、英語で記入も可）｜
（研究・調査実施状況及びその成果の発表・関係学会への参加状況等）
（注）「6研究発表J 以降については様式10ー別紙l～4に記入の上、併せて提出すること。

平成29年12月より、シンガポーノレDuke-NUS Medical School、 Cardiovascular and Metabolic 
Di s orders、Jens Titze教授の研究室において、本研究計画を実施しており、現在までの研究遂
行状況および 研究成果を下記に記載する。

研究目的①「皮膚の電解質・体液調節機構におけるT 細胞の役割およびその制御メカニズ
ムの解明」の遂行状況及び成果
これまでの研 究背景と実験結果よ り、 免疫細胞のT 細 胞は、

TonEBP/IFN司γを介して皮膚のリンパ管形成を阻害し、皮膚からのナ
トリウムイオン（ Nゲ）排准を抑制することで、Na＋／体液バランスの恒

常性を維持している可能性が考えられる（図1）。本仮説を最終的に証
明するために、T細胞欠損マウス、IFN－γ欠損マウス、T細胞特異的
TonEBP欠損マウスなどを用いて、T細胞が皮膚のリンパ管形成制御
を介して、電解質・体液を調節していることを解明することが 本研究
項目の目的である。

研究成果①・1:T細胞の養子移植実験
CD4+T細胞やCD8+T細胞が、皮膚のNa＋ ・ 体液バランスを制御して
いることを最終的に証明するために、WTマウスの牌臓から CD4+T細
胞およびCD8+T細胞を磁気細胞分離（MACS）法により抽出し、CD4

川

一

町一

問

．，
V
四

9
7
皮虜からのNa•｝書澄抑制
Na•·体渡の保持

図1.本研究の仮説

欠損（CD4-1ー）マウスと CD8欠損（CD8ふ）マウスへ養子移植を行った。その結果、CD4-1－マ
ウスおよびcos-1－マウスに低NaCl食を摂取させた際に生じる皮膚のNa＋喪失が、 CD4+T細
胞、CD8+T細胞それぞれの養子移植によって消失することが明らかとなった（図2）。また、
T細胞欠損ー マウスに低NaCl食を摂取させた際に観られる皮膚のリンパ管形成の増大および








